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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電話会社の集線局舎と言われる電話回線のＭＲ

Ｆを点検し、取付取外しを行う作業などにおいて、広い

壁面部に点在する箇所に、近づきやすく能率的に作業が

行える集線局舎で使用する作業床を提供する。

【解決手段】集線局舎で使用する作業床１の本体床部２

のいずれかの一端に、可動床３がトルク可変蝶番４を介

して取付けられ、可動床は、透視可能であり且つ光を透

過する開孔を有する金属性、又は合成樹脂製の床面、又

は光を透過するガラス、合成樹脂製の板状の床面３ａに

より構成され、梁組３ｂに床面を固定することにより、

可動床の重量が軽量で、可動角度の中間位置で、可動床

を停止できる。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 で あ っ て 、 作 業 床 の 本 体 床 部 の い ず れ か の 一 端 に 、 可 動 床 が

ト ル ク 可 変 蝶 番 を 介 し て 取 付 け ら れ 、 前 記 可 動 床 は 、 床 面 と 梁 組 に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 床

面 は 、 透 視 可 能 で あ り 且 つ 光 を 透 過 す る グ レ ー テ ィ ン グ 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 、 パ ン チ ン

グ メ タ ル 等 の 開 孔 の 有 る 金 属 性 、 又 は 合 成 樹 脂 製 の 床 面 、 又 は 光 を 透 過 す る ガ ラ ス 、 合 成

樹 脂 製 の 板 状 の 床 面 に よ っ て 構 成 さ れ 、 梁 組 は 金 属 製 、 ま た は 光 を 透 過 す る か 、 あ る い は

不 透 明 の 合 成 樹 脂 製 で あ っ て 、 該 梁 組 に 床 面 を 固 定 し て 構 成 す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 床

の 重 量 が 軽 量 で 、 可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動 床 を 停 止 で き る こ と を 特 徴 と す る 集 線

局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ２ 】

　 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ の 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら

れ 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床 に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接

着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 の 外 周 面 の

一 部 又 は 全 体 に 接 触 し て 摩 擦 力 を 発 生 す る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 の 摩 擦 片 と 、 該 摩 擦 片

の 外 周 に 配 置 さ れ た 押 え 片 を 有 し 、 該 押 え 片 の 端 部 は 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 締 付 ネ ジ 等 の 摩

擦 力 調 整 手 段 に よ り 結 合 さ れ 、 該 摩 擦 力 調 整 手 段 の 押 え 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開 閉 ト

ル ク を 調 節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作

業 床 。

【 請 求 項 ３ 】

　 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ

、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床 に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着

等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 は 、 長 手 方 向

の 一 部 に ネ ジ 部 を 有 す る ネ ジ 付 軸 と な っ て お り 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と の 間 に 、 摩 擦 力

を 発 生 す る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 の 摩 擦 片 を 配 置 し 、 該 ネ ジ 付 軸 の 端 部 に は 、 ボ ル ト 頭

ま た は ６ 角 レ ン チ 用 穴 、 プ ラ ス 穴 等 の 摩 擦 力 調 整 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 該 摩 擦 力 調 整 手

段 の 引 き 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開 閉 ト ル ク を 調 節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 可 動 床 の 重 量 Ｗ は 、 ３ ． ０ 上 １ ０ ０ ｋ ｇ 未 満 、 可 動 床 の 幅 Ｂ は 、 １ ５ ｃ ｍ 以 上 １ ５

０ ｃ ｍ 未 満 と し 、 可 動 床 の 長 さ Ｌ を 、 １ ０ ｃ ｍ 以 上 ５ ｍ 未 満 と し 、 蝶 番 の 摩 擦 ト ル ク を １

０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 以 上 ４ ０ ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 未 満 と す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 床 の 重 量 が 軽 量 で 、

可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動 床 を 停 止 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３

の い ず れ か に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ５ 】

　 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 に ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、

溶 接 等 の 結 合 手 段 に よ り 、 前 記 本 体 床 部 が 外 部 支 持 体 に 対 し 片 持 梁 状 に 結 合 固 定 さ れ た こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ６ 】

　 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 下 部

と に 結 合 固 定 さ れ た 下 部 支 持 部 材 の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 結 合 手 段

に よ り 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 支 持 さ れ て お り 、 及 び 又 は 、 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 上 部

に 対 し 結 合 固 定 さ れ た 上 部 支 持 部 材 の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 結 合 手

段 に よ り 固 定 さ れ る こ と に よ り 支 持 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず

れ か に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 例 え ば 、 電 話 会 社 の 集 線 局 舎 と 言 わ れ る 電 話 回 線 の Ｍ Ｒ Ｆ を 点 検 し 、 取 付 取 外 し

を 行 う 作 業 等 に お い て 、 本 体 床 部 の い ず れ か の 一 端 に 、 蝶 番 を 介 し て 可 動 床 を も う け た 集

線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 が 供 給 さ れ て き た 。 特 に 広 い 壁 面 部 の 作 業 箇 所 の 取 付 取 外 し 、 保

守 、 点 検 を 行 う 作 業 に 用 い る 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 に お い て は 、 作 業 を 能 率 的 に 短 時

間 で 行 わ ね ば な ら な い が 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 に 近 接 す る 作 業 箇 所 の 作 業 に お い て

は 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 が 妨 げ と な り 作 業 が 行 い に く く 能 率 を 阻 害 し て い た 。 そ の

た め 全 壁 面 に 亘 っ て 、 作 業 性 の 高 い 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 が 望 ま れ て い た 。 そ の 一 例

と し て は 、 電 話 会 社 の 集 線 局 舎 と 言 わ れ る 電 話 回 線 の Ｍ Ｒ Ｆ を 点 検 し 、 取 付 取 外 し を 行 う

作 業 等 に お い て は 、 広 い 壁 面 部 に 点 在 す る 箇 所 に 、 近 づ き や す く 能 率 的 に 作 業 が 行 え る 集

線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 が 望 ま れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 一 端 に 、 通 常 型 蝶 番 ２ ６ を 介 し

て 可 動 床 を 設 け 、 そ れ を 上 方 に 開 い て 作 業 で き る 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 が 提 供 さ れ て

い た 。 と こ ろ が 、 下 記 の よ う な 欠 点 を 有 し て い た 。 開 い た 可 動 床 が 中 間 位 置 で 固 定 で き な

い た め 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 ９ ０ 度 以 上 、 反 転 す る ま で 開 い て し ま わ ね ば な ら な か っ た 。 反

転 す る ま で 開 い て も 、 何 か の 弾 み で 、 下 方 に 閉 ま っ て し ま う と 、 そ こ で 作 業 を し て い た 作

業 者 に 当 り 危 険 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ っ た 。 可 動 床 の 床 面 が 透 視 で き な い 材 料 で 構 成 さ れ て

い る た め 、 見 通 し が 利 か ず 、 同 じ く 図 ７ に 示 す 如 く 下 か ら 見 て 、 可 動 床 の 上 に い る 作 業 者

が 確 認 で き ず 、 ま た 可 動 床 の 上 方 よ り 、 可 動 床 の 下 に い る 作 業 者 が 確 認 で き な い た め 可 動

床 を 閉 じ た と き に 下 の 作 業 者 に 当 た り 危 険 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ っ た 。 可 動 床 の 床 面 が 光 を

透 過 し な い 材 料 で 構 成 さ れ て い る た め 、 可 動 床 の 下 部 が 暗 い た め 、 明 る さ が 不 足 し 、 別 途

に 照 明 等 を 設 け る 必 要 が あ り 省 エ ネ ル ギ ー 上 好 ま し く な か っ た 。 ま た 、 可 動 床 側 に 近 接 し

て 本 体 床 部 の 支 柱 ２ ５ が 設 け ら れ る た め 支 柱 が 床 下 で の 作 業 の 障 害 物 と な っ て い た 。

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 を 提 供 す る も

の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 は 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 本 体 床 部 の い ず れ

か の 一 端 に 、 可 動 床 が ト ル ク 可 変 蝶 番 を 介 し て 取 付 け ら れ 、 前 記 可 動 床 は 、 床 面 と 梁 組 に

よ っ て 構 成 さ れ 、 該 床 面 は 、 透 視 可 能 で あ り 且 つ 光 を 透 過 す る グ レ ー テ ィ ン グ 、 エ キ ス パ

ン ド メ タ ル 、 パ ン チ ン グ メ タ ル 等 の 開 孔 の 有 る 金 属 性 、 又 は 合 成 樹 脂 製 の 床 面 、 又 は 光 を

透 過 す る ガ ラ ス 、 合 成 樹 脂 製 の 板 状 の 床 面 に よ っ て 構 成 さ れ 、 梁 組 は 金 属 製 、 ま た は 光 を

透 過 す る か 、 あ る い は 不 透 明 の 合 成 樹 脂 製 で あ っ て 、 該 梁 組 に 床 面 を 固 定 し て 構 成 す る こ

と に よ り 、 前 記 可 動 床 の 重 量 が 軽 量 で 、 可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動 床 を 停 止 で き る

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 他 の 形 態 は 、 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ 固 定 片 が ボ ル

ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床

に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定

片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 の 外 周 面 の 一 部 又 は 全 体 に 接 触 し て 摩 擦 力 を 発 生 す

る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 の 摩 擦 片 と 、 該 摩 擦 片 の 外 周 に 配 置 さ れ た 押 え 片 を 有 し 、 該 押

え 片 の 端 部 は 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 締 付 ネ ジ 等 の 摩 擦 力 調 整 手 段 に よ り 結 合 さ れ 、 該 摩 擦 力

調 整 手 段 の 押 え 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開 閉 ト ル ク を 調 節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特

徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 他 の 形 態 は 、 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ 固 定 片 が ボ ル
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ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床

に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定

片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 は 、 長 手 方 向 の 一 部 に ネ ジ 部 を 有 す る ネ ジ 付 軸 と な

っ て お り 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と の 間 に 、 摩 擦 力 を 発 生 す る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 の

摩 擦 片 を 配 置 し 、 該 ネ ジ 付 軸 の 端 部 に は 、 ボ ル ト 頭 、 又 は ６ 角 レ ン チ 用 穴 、 プ ラ ス 穴 等 の

摩 擦 力 調 整 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 該 摩 擦 力 調 整 手 段 の 引 き 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開

閉 ト ル ク を 調 節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 他 の 形 態 は 、 前 記 可 動 床 の 重 量 Ｗ は 、 ３ ． ０ 以 上

１ ０ ０ ｋ ｇ 未 満 、 可 動 床 の 幅 Ｂ は 、 １ ５ ｃ ｍ 以 上 １ ５ ０ ｃ ｍ 未 満 と し 、 可 動 床 の 長 さ Ｌ を

、 １ ０ ｃ ｍ 以 上 ５ ｍ 未 満 と し 、 蝶 番 の 摩 擦 ト ル ク を １ ． ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 以 上 ４ ０ ０ ｋ ｇ ・ ｃ

ｍ 未 満 と す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 床 の 重 量 が 軽 量 で 、 可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動

床 を 停 止 で き る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 他 の 形 態 は 、 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け

ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 に ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 結 合 手 段 に よ り 、 前 記 本 体 床

部 が 外 部 支 持 体 に 対 し 片 持 梁 状 に 結 合 固 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 考 案 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 他 の 形 態 は 、 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け

ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 下 部 と に 結 合 固 定 さ れ た 下 部 支 持 部 材 の 両

端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 結 合 手 段 に よ り 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 支 持 さ

れ て お り 、 及 び 又 は 、 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 上 部 に 対 し 結 合 固 定 さ れ た 上 部 支 持 部 材 の

両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 結 合 手 段 に よ り 固 定 さ れ る こ と に よ り 支 持 さ

れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 考 案 の ト ル ク 可 変 蝶 番 に よ り 開 い た 可 動 床 が 中 間 位 置 で 停 止 が で き る た め 開 き 角 度 が

小 さ く て 良 く 、 ま た 何 か の 弾 み で 、 下 方 に 閉 ま っ て そ こ で 作 業 を し て い た 他 の 作 業 者 に 当

り 危 険 を 及 ぼ す こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 可 動 床 の 床 面 が 透 視 で き る 材 料 で 構 成 さ れ て い る た め 、 見 通 し が 利 き 、 可 動 床 の

下 か ら 見 て 、 可 動 床 の 上 に い る 作 業 者 が 確 認 で き 、 ま た 可 動 床 の 上 方 よ り 、 可 動 床 の 下 に

い る 作 業 者 が 確 認 で き る た め 可 動 床 を 閉 じ た と き に 作 業 者 に 当 た り 危 険 を 及 ぼ す こ と が な

い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 可 動 床 の 床 面 が 光 を 透 過 で き る 材 料 で 構 成 さ れ て い る た め 、 可 動 床 の 下 部 が 、 明

る く 別 途 に 照 明 等 を 設 け る 必 要 が な い の で 省 エ ネ ル ギ ー 上 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 可 動 床 側 に 近 接 し て 本 体 床 部 の 支 柱 を 設 け な く て 良 い た め 支 柱 が 床 下 で の 作 業 の

障 害 物 と な ら な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 考 案 に よ る 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 断 面 Ａ － Ａ を 示 す 本 考 案 に よ る 立 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 考 案 に よ る 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 断 面 Ａ － Ａ の 詳 細 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ の 別 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 作 業 状 態 を 示 す 本 考 案 に よ る 立 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 考 案 に よ る 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 考 案 は 、 考 案 の 効 果 に 前 述 し た 如 く 、 す な わ ち 、 全 壁 面 に 亘 っ て 、 作 業 性 の 高 い 作 業

床 を 提 供 す る 画 期 的 な 構 造 を 提 供 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 本 考 案 の 前 記 な ら び に そ の ほ か の 目 的 と 新 規 な 特 徴 は 次 の 説 明 を 添 付 図 面 と 照 ら

し 合 わ せ て 読 む と 、 よ り 完 全 に 明 ら か に な る で あ ろ う 。 た だ し 、 図 面 は も っ ぱ ら 解 説 の た

め の も の で あ っ て 、 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 考 案 の 実 施

例 の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 を 示 す 。 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ の

本 体 床 部 ２ の い ず れ か の 一 端 部 に 、 可 動 床 ３ が 、 動 作 ト ル ク 調 節 可 能 な ト ル ク 可 変 蝶 番 ４

を 介 し て 取 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 体 床 部 ２ は 、 通 常 の 鉄 鋼 で 作 る の が 通 常 で あ り 十 分 な 強 度 を 有 し て い る 。 可 動 床 ３ は

、 通 常 、 床 板 ３ ａ と 梁 組 ３ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 床 板 ３ ａ は 透 視 可 能 で あ り 、 且 つ 光 を

透 過 す る 金 属 製 の グ レ ー テ ィ ン グ 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 、 パ ン チ ン グ メ タ ル 等 の 開 口 の 有

る 板 状 部 材 で 製 作 さ れ る か 、 又 は 光 を 透 過 す る ガ ラ ス 、 合 成 樹 脂 等 の 透 明 ま た は 、 半 透 明

の 板 状 部 材 で 製 作 さ れ 、 軽 量 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 床 板 ３ ａ の み で 強 度 が 十 分 な 場 合 は 、 梁 組 ３ ｂ を 設 け る 必 要 は な い が 、 通 常 は 床 板 ３ ａ

の 下 に 、 強 度 を 増 す た め 梁 組 ３ ｂ を 設 け 、 床 板 ３ ａ を 固 定 し て い る 。 梁 組 ３ ｂ は 、 通 常 の

鉄 、 ア ル ミ 等 の 金 属 製 で も よ く 、 ま た 望 ま し く は 、 軽 量 で 、 光 を 若 干 透 過 す る Ｆ Ｒ Ｐ （ 繊

維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ス ） 等 の 合 成 樹 脂 で 製 作 さ れ 、 軽 量 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 非 金 属

製 と す る こ と に よ り 、 電 磁 波 の 影 響 を 受 け な い 利 点 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 床 板 ３ ａ 及 び 、 又 は 梁 組 ３ ｂ が 軽 量 な の で 、 図 ５ に 示 す 如 く 床 板 ３ を 上 方 に 開 い た 場 合

、 小 さ な ト ル ク で 固 定 で き る た め 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ に よ り 、 適 度 な ト ル ク に 調 節 さ れ る

と 、 可 動 床 ３ は 、 任 意 の 角 度 で 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ の 摩 擦 ト ル ク に よ り 、 開 閉 位 置 に 固 定

す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ の 第 １ 固 定 片 ５ は 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業

床 １ の 本 体 床 部 ２ の い ず れ か の 一 端 部 に 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取

付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ の 第 ２ 固 定 片 ６ は 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床

１ の 可 動 床 ３ の 一 端 部 に 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 等 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ て い る

。 第 １ 固 定 片 ５ と 第 ２ 固 定 片 ６ を 係 合 す る 軸 の 外 周 面 に は 、 一 部 、 ま た は 全 部 に 接 触 し て

、 摩 擦 力 を 発 生 す る 摩 擦 片 ８ と 、 該 摩 擦 片 ８ の 外 周 に 配 置 さ れ た 押 さ 片 ９ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 押 さ 片 ９ に は 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 も し く は コ ッ タ ー ボ ル ト 、 締 付 ネ ジ 等 の 摩 擦 力 調 節 手

段 １ ０ に よ り 結 合 さ れ 、 摩 擦 力 調 節 手 段 １ ０ の 締 付 力 を 調 節 す る こ と に よ り 可 動 床 ３ の 開

閉 ト ル ク を 調 節 で き る 。 前 記 摩 擦 片 ８ は 、 ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 ま た は 鉛 等 の 柔 ら か い 金 属 に

よ り 製 作 さ れ る 。 ま た 、 押 さ 片 ９ は 、 金 属 ま た は 合 成 樹 脂 製 の 強 度 と 弾 性 変 形 可 能 な 材 料

が 用 い ら れ る 。 又 、 締 付 力 を 適 度 に 調 整 し や す い よ う に 、 ゴ ム 製 、 合 成 樹 脂 製 、 金 属 製 等

の ス ペ ー サ １ １ を 設 け て も 良 い 。 も ち ろ ん 摩 擦 片 ８ が 十 分 強 度 を 有 す る 場 合 は 、 押 さ 片 ９

を 設 け な く て も 良 い 。 こ れ ら の 摩 擦 片 ８ と 押 さ 片 ９ は 、 図 ３ の 如 く 第 ２ 固 定 片 に 固 定 さ れ

、 開 閉 ト ル ク を 調 節 す る こ と が

出 来 る 。 又 、 反 対 勝 手 と し 、 第 １ 固 定 片 に 固 定 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 図 ４ は 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４ の 別 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 蝶 番 の 軸 の 一 部 に は ネ ジ

部 が 設 け ら れ た ネ ジ 付 軸 １ ２ と な っ て お り 、 ネ ジ 付 軸 の 軸 端 に は 、 ナ ッ ト １ ４ が 設 け ら れ

、 ま た 弛 み 止 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ナ ッ ト １ ４ と 第 ２ 固 定 片 の 間 に は 、 動 き を ス ム ー ス
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に す る た め の 滑 り ラ イ ナ １ ６ を 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と の 側 面 に は 、 リ ン グ 状 の ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 ま た は 鉛 等 の 柔 ら

か い 金 属 に よ り 製 作 さ れ た 摩 擦 片 １ ３ が 、 挿 入 配 置 さ れ て い る 。 ネ ジ 付 軸 １ ２ の 他 端 部 は

、 ボ ル ト 頭 １ ２ ａ 、 又 は 六 角 レ ン チ 用 穴 、 ま た は プ ラ ス 穴 等 の レ ン チ 穴 １ ２ ｂ の 摩 擦 力 調

整 手 段 １ ０ が 設 け ら れ て お り 、 該 摩 擦 力 調 整 手 段 １ ０ の 引 き 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開

閉 ト ル ク を 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 に お い て は 、 本 体 床 部 ２ と 可 動

床 ３ と の 隙 間 Ｃ を 狭 く で き る 利 点 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 可 動 床 ３ の 重 量 、 寸 法 等 の 望 ま し い 範 囲 に 関 し て は 、 重 量 Ｗ は 、 ３ ． ０ 以 上 １ ０

０ ｋ ｇ 未 満 で あ る 。 ３ ． ０ ｋ ｇ 未 満 で は 、 強 度 と 面 積 が 取 れ ず 、 １ ０ ０ ｋ ｇ 上 で は 重 過 ぎ

て 手 で 動 か せ な い た め で あ る 。 可 動 床 ３ の 幅 Ｂ は 、 １ ５ ｃ ｍ 以 上 １ ５ ０ ｃ ｍ 未 満 と す る 。

１ ５ ｃ ｍ 未 満 で は 狭 す ぎ る の と 、 １ ５ ０ ｃ ｍ 以 上 で は 重 く な り ま た 幅 が 広 す ぎ る た め で あ

る 。 可 動 床 ３ の 長 さ Ｌ を 、 １ ０ ｃ ｍ 以 上 ５ ｍ 未 満 に 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。 １ ０ ｃ ｍ 未

満 で は 狭 す ぎ る の と 、 ５ ｍ 以 上 で は 長 す ぎ て 作 動 性 が 悪 い た め で あ る 。 ま た 蝶 番 の 摩 擦 ト

ル ク を １ ． ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 以 上 ４ ０ ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 未 満 と す る こ と に よ り 、 実 作 業 で 使 い 易 い

集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 と す る こ と が 出 来 る 。 上 記 の サ イ ズ に 適 合 す る 摩 擦 ト ル ク の 大

き さ は こ の 範 囲 が 適 合 し て い る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 実 際 の 使 用 状 態 に 関 し て 説 明 す る と 、 図 ２ に 示 す 如 く 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ の 上

面 に 乗 っ て 作 業 す る 場 合 は 、 可 動 床 ３ を 足 で 倒 し て 閉 の 状 態 と す る が 、 そ の 場 合 可 動 床 ３

の 下 に 作 業 者 が い な い こ と を 目 視 確 認 で き る た め 安 心 し て 倒 す こ と が 出 来 、 可 動 床 ３ の 上

面 に 乗 っ て 作 業 対 象 物 ２ ０ に 近 づ い て 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ５ に 示 す 如 く 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ の 下 部 で 作 業 す る 場 合 は 、 集 線 局 舎 で 使

用 す る 作 業 床 １ の 上 部 に 作 業 者 が い な い こ と が 、 目 視 確 認 で き る た め 、 作 業 対 象 物 ２ ０ に

近 づ い て 作 業 を 行 う 場 合 は 、 可 動 床 ３ を 適 度 な 角 度 ま で 手 で 持 上 げ て 、 ト ル ク 可 変 蝶 番 ４

に よ り 、 停 止 さ せ 可 動 床 ３ の 前 面 の 部 分 の 作 業 を 行 う こ と が 出 来 る 。 ま た 可 動 床 ３ が 、 光

を 透 過 す る た め 、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ の 下 も 明 る く な り 、 安 全 な 作 業 が 行 え 、 ま

た 照 明 装 置 等 を 節 約 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ の 全 体 構 成 に つ い て 述 べ る と 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 集 線

局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ は 、 作 業 対 象 物 ２ ０ に 対 向 し て 取 付 け ら れ 、 本 体 床 部 ２ は 、 外 部

構 造 体 ２ １ に 対 し て 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 ２ ２ に よ り 強 固 に 固 定 さ れ て い

る 。 こ の 取 付 方 法 は 、 も っ と も 単 純 な 方 法 で 、 本 体 床 部 ２ に も 受 け ら れ た コ の 字 形 切 欠 き

部 に 、 外 部 構 造 体 ２ １ を 挿 み 固 定 手 段 ２ ２ に よ り 固 定 し て い る 。 さ ら に 強 度 を 増 す た め 、

ロ の 字 状 に 外 部 構 造 体 ２ １ を 囲 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 考 案 の 一 例 は 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 本 体 床 部 ２ の 可 動 床 側 に は 支 柱 ２ ５ を 設 け ず 、 可 動

床 ３ の 反 対 側 の 本 体 床 部 ２ と 外 部 構 造 体 ２ １ の 下 部 と に 結 合 固 定 さ れ た 下 部 支 持 部 材 ２ ４

の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 ２ ２ に よ り 固 定 さ れ る こ と に よ っ

て 支 持 さ れ て い る 。 及 び 又 は 、 本 体 床 部 ２ と 外 部 構 造 体 ２ １ の 上 部 に 対 し 結 合 固 定 さ れ た

上 部 支 持 部 材 ２ ３ の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 ２ ２ に よ り 固 定

さ れ る こ と に よ り 、 更 に 安 定 し て 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 １ を 支 持 す る こ と が 出 来 る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

１ 　 　 　 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床

２ 　 　 　 本 体 床 部

３ 　 　 　 可 動 床

３ ａ 　 　 床 板
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３ ｂ 　 　 梁 組

４ 　 　 　 ト ル ク 可 変 蝶 番

５ 　 　 　 第 １ 固 定 片

６ 　 　 　 第 ２ 固 定 片

７ 　 　 　 軸

８ 　 　 　 摩 擦 片

９ 　 　 　 押 え 片

１ ０ 　 　 摩 擦 力 調 節 手 段

１ １ 　 　 ス ペ ー サ

１ ２ 　 　 ネ ジ 付 軸

１ ２ ａ 　 ボ ル ト 頭

１ ２ ｂ 　 レ ン チ 穴

１ ３ 　 　 摩 擦 片

１ ４ 　 　 ナ ッ ト

１ ５ 　 　 弛 み 止

１ ６ 　 　 滑 り ラ イ ナ

２ ０ 　 　 作 業 対 象 物

２ １ 　 　 外 部 構 造 体

２ ２ 　 　 固 定 手 段

２ ３ 　 　 上 部 支 持 部 材

２ ４ 　 　 下 部 支 持 部 材

２ ５ 　 　 支 柱

２ ６ 　 　 通 常 型 蝶 番

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 31年 2月 20日 (2019.2.20)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 で あ っ て 、 作 業 床 の 本 体 床 部 の い ず れ か の 一 端 に 、 可 動 床 が

ト ル ク 可 変 蝶 番 を 介 し て 取 付 け ら れ 、 前 記 可 動 床 は 、 床 面 と 梁 組 に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 床

面 は 、 透 視 可 能 で あ り 且 つ 光 を 透 過 す る グ レ ー テ ィ ン グ 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 、 パ ン チ ン

グ メ タ ル の 開 孔 の 有 る 金 属 性 、 又 は 合 成 樹 脂 製 の 床 面 、 又 は 光 を 透 過 す る ガ ラ ス 、 合 成 樹

脂 製 の 板 状 の 床 面 に よ っ て 構 成 さ れ 、 梁 組 は 金 属 製 、 ま た は 光 を 透 過 す る か 、 あ る い は 不

透 明 の 合 成 樹 脂 製 で あ っ て 、 該 梁 組 に 床 面 を 固 定 し て 構 成 す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 床 の

重 量 が 軽 量 で 、 可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動 床 を 停 止 で き る こ と を 特 徴 と す る 集 線 局

舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ２ 】

　 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ の 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ

、 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床 に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着

の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 の 外 周 面 の 一 部

又 は 全 体 に 接 触 し て 摩 擦 力 を 発 生 す る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 の 摩 擦 片 と 、 該 摩 擦 片 の 外 周

に 配 置 さ れ た 押 え 片 を 有 し 、 該 押 え 片 の 端 部 は 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 締 付 ネ ジ の 摩 擦 力 調 整

手 段 に よ り 結 合 さ れ 、 該 摩 擦 力 調 整 手 段 の 押 え 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開 閉 ト ル ク を 調

節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ３ 】

　 本 体 床 部 に 蝶 番 の 第 １ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 の 固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、

集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 の 可 動 床 に 蝶 番 の 第 ２ 固 定 片 が ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 、 接 着 の

固 定 手 段 で 取 付 け ら れ 、 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と を 係 合 す る 蝶 番 の 軸 は 、 長 手 方 向 の 一

部 に ネ ジ 部 を 有 す る ネ ジ 付 軸 と な っ て お り 第 １ 固 定 片 と 第 ２ 固 定 片 と の 間 に 、 摩 擦 力 を 発

生 す る ゴ ム 、 合 成 樹 脂 、 金 属 の 摩 擦 片 を 配 置 し 、 該 ネ ジ 付 軸 の 端 部 に は 、 ボ ル ト 頭 ま た は

６ 角 レ ン チ 用 穴 、 プ ラ ス 穴 の 摩 擦 力 調 整 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 該 摩 擦 力 調 整 手 段 の 引 き

力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 開 閉 ト ル ク を 調 節 で き る 蝶 番 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 可 動 床 の 重 量 Ｗ は 、 ３ ． ０ ｋ ｇ 以 上 １ ０ ０ ｋ ｇ 未 満 、 可 動 床 の 幅 Ｂ は 、 １ ５ ｃ ｍ 以

上 １ ５ ０ ｃ ｍ 未 満 と し 、 可 動 床 の 長 さ Ｌ を 、 １ ０ ｃ ｍ 以 上 ５ ｍ 未 満 と し 、 蝶 番 の 摩 擦 ト ル

ク を １ ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 以 上 ４ ０ ０ ｋ ｇ ・ ｃ ｍ 未 満 と す る こ と に よ り 、 前 記 可 動 床 の 重 量 が 軽

量 で 、 可 動 角 度 の 中 間 位 置 で 、 前 記 可 動 床 を 停 止 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請

求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ５ 】

　 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 に ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、

溶 接 の 結 合 手 段 に よ り 、 前 記 本 体 床 部 が 外 部 支 持 体 に 対 し 片 持 梁 状 に 結 合 固 定 さ れ た こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。

【 請 求 項 ６ 】

　 本 体 床 部 の 可 動 床 側 に は 支 柱 を 設 け ず 、 可 動 床 の 反 対 側 の 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 下 部

と に 結 合 固 定 さ れ た 下 部 支 持 部 材 の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 の 結 合 手 段 に

よ り 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 支 持 さ れ て お り 、 及 び 又 は 、 本 体 床 部 と 外 部 支 持 体 の 上 部 に

対 し 結 合 固 定 さ れ た 上 部 支 持 部 材 の 両 端 が 、 そ れ ぞ れ ボ ル ト ・ ナ ッ ト 、 溶 接 の 結 合 手 段 に

よ り 固 定 さ れ る こ と に よ り 支 持 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か
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に 記 載 の 集 線 局 舎 で 使 用 す る 作 業 床 。
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